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2015 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会 ミドル・ディスタンス競技部門 

関西地区代表選手推薦選考要項 

 

 

以下の要領で、2015 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドル・ディスタンス競技部門（以下インカレミド

ル。）関西地区代表選手推薦選考を行う。 

 

本選考は、いわゆる「新規約草案」 (詳細は、関西学連臨時幹事会議事録(平成 27 年 12 月 22 日付)を参照さ

れたい) および日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドルディスタンス競技部門関西地区代表選手選考会実

施基準(以下、同実施基準。)に基づき、本諮問委員会が行う(同実施基準第 8 条第 2 項による)。推薦希望者は、

本要項に従って申し込むこと。 

 

なお、本来の選考は、同実施基準第 8 条および同実施基準第 8 条第 3 項に指定の日本学生オリエンテーリング

選手権大会ミドル・ディスタンス競技部門関西地区代表選手選考会推薦基準(以下、同推薦基準。)に基づき行わ

れるべきである。 

しかしながら本年度は、関西学連の責を帰すべき事由により、上記に基づく選考が適切ではなく、また同実施基

準第 12 条記載の事態であると諮問委員会で判断し、関西学生オリエンテーリング連盟規約第 48 条第 3 項に基づ

く勧告を行った。 

これにより開催された関西学連幹事会での決定から、緊急措置として同推薦基準を「新規約草案」で代用する。 

 

 

※同実施基準(http://www.orienteering.com/~uofj/kansai/media/bulletins//20141129-20141012-middlesel.txt)については、平成 27 年 12 月 25 日現在で 

関西学連が適切な実施基準を示していないため、「選手権 B が廃止され選手権 A に一本化された経緯」及び 

「第 62 回日本学連総会決定」に照らし、「選手権 A」を「選手権」とみなし「選手権 B」の記述は無視した。 

 

なお、同実施基準と同推薦基準では同種の事象に対して相矛盾した二つの異なる対応を行っているが、我々は 

本件について、主導して議論および決定することができる立場にない。従って、質問等は関西学連に行うこと。 



1. 2015 年度インカレミドル選手権の部参加資格者 

(a)関西学連配分枠(同実施基準第 8 条第 1 項に記載の推薦選出数を含む) 

  男子： 11 名  

女子：   3 名 

 

※「2015 年度インカレ ミドル・ディスタンス競技者配分について」(日本学生オリエンテーリング連盟技術委員会、

平成 27 年 10 月 11 日付)に基づく。   参考: http://orienteering.com/~uofj/gijutsu/media/document/20151013-2015middle.pdf 

 

(b) 前年度個人実績枠  

以下の者は、2015 年度において、インカレ実施規則第 4 条第 1 項の参加規定を満たした場合、地区学連枠とは別

に出場資格を有する(配分規則 2.2)※。 

糸井川 壮大  (京都大学 4) 

阿部 ちひろ  (大阪大学 4) 

 

2. 推薦枠 （同実施基準第 8 条第 1 項※） 

  男子：  1 名  

女子：  1 名 

 

※本項には「選手権 A・B 各クラス男女各 1 名を推薦によって選出しなければならない」とあるが、前頁記載の通り、

同推薦基準と本年度インカレミドルの制度が異なるため、やむをえず選手権 A についての記述を準用した。 

 

3. 推薦方法 (同実施基準第 8 条第 3 項、第 4 項) 

諮問委員会への自己推薦とする。 

なお、2014 年度インカレミドル(愛知県新城市・作手高原)以後の大会成績を申告することができる(「新規約草案」

による。)。大会成績を申告する場合、それぞれについて、  

1.大会名、   2.開催年月日、   3.テレイン名、   

4.参加クラス、   5.参加クラスの距離、  6.参加クラスの登距離、

 7.参加クラス 1 位の選手の氏名、 8.参加クラス 1 位の選手の所要時間、 9. 推薦申込者の順位、 

10. 推薦申込者の所要時間  

の計 10 項目を明記すること。 

なお同実施基準により、諮問委員会は推薦希望者が提出した大会以外の成績を考慮することができない(インカレ

ミドルおよび他者が提出した大会を除く。)ので、十分に注意すること。 

 

4.提出方法 

1.自分の氏名、 2.大学名、 3.学年、  4.連絡先(E-mail アドレス)、 5. 連絡先(電話番号) 

の計 5 項目を明記し、以下のアドレスに E-mail を送信すること。様式は問わない。 

jkrk6464@gmail.com (京都大学 OB 小菅一輝) 

 



5.提出期限 

平成 27 年 12 月 27 日（日）17 時必着 

（受理後、確認メールを 12 月 28 日(月)24 時までに送信する。） 

なお、やむを得ず上記期限までに提出できない事情がある場合は上記期限までに 4.提出方法に記載の問い合わ

せ先まで連絡すること。また、事前連絡なく遅れた場合等は受理できないので注意すること。 

 

6.選出基準 

同推薦基準に基づき、特別実績枠および地区学連枠獲得を期待できる選手を選出する。 

尚、推薦申込者が 2.推薦枠に記載の人数に満たなかった場合の措置は、同実施基準第 8 乗第 6 項に記載の通り

(ミドルセレクションの上位者から順に繰り上げ)。 

 

7.推薦結果の発表 

 推薦選考により選出された者に限り、会議終了後遅滞なく、原則として本人に連絡を行う。 

 本選考に関する諮問委員会の議事録は後日公開される。 

 

8.質問、問い合わせ等 

 推薦に関して不明な点があれば 4.提出方法に記載の問い合わせ先まで連絡すること。 

以 上 


